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地方創生の実現に向けて

～しあわせを実感できるまちを目指して～

日本の総人口は、平成20（2008）年の1億2,808万人をピークに減少に転じ、令和元年（2019年
6月確定値）には、1億2,625万人となっています。国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人
研」という。）の「日本の将来人口推計（平成29年推計）」では、2115年には、3,876万人まで減
少すると予測されています。また、日本創生会議が平成26年5月に発表した人口推計では、全国
の地方自治体の約半数にあたる896自治体が消滅する可能性があるという予測がなされるなど、
我が国の人口減少は危機的な局面を迎えています。

平成20（2008）年に始まった人口減少が今後加速度的に進むとともに、地方から人口減少
が始まり都市部へ広がっていくとされ、東京圏（東京、埼玉、千葉、神奈川の１都４県）へ
の人口の集中が日本全体の人口減少に結び付いているとしています。

このような基本認識のもと、国は、平成26年12月27日に「まち・ひと・しごと創生法」に基づ
く「長期ビジョン」及び「総合戦略」を閣議決定し、今後の基本的視点として次の３点を掲げてい
ます。

①「東京一極集中」の是正

②若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現

③地域の特性に即した地域課題の解決

この基本的視点のもとに定めた「目指すべき将来の方向」を実現することにより、長期的
には9,000万人程度で概ね安定的に推移する状況を目指すとしています。

本市においては、1960年代から人口減少が続いておりますが、「市総合計画後期基本計画
」において、「定住化促進」、「第一次産業の生産力向上」、「大更駅周辺の賑わい創出」、「合宿の
里づくり」、「滞在型観光推進」の５つを重点施策として、人口減少対策と交流人口拡大による地域活
性化に取り組んでまいりました。

しかし、国全体の人口減少が進む中にあって、本市の人口減少は、なかなか歯止めがかか
らず、このままの状況で推移すると、 平 成 30 年 社 人 研 推 計 で は 令 和 22（2040）年には、
14,680人まで減少すると予測されています。

このような現状を正しく認識し、市民が一体となって対策を講じていくことが必要である
ことから、市は平成27（2015）年度に策定した「八幡平市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」では、令和元（2019）年度までの５年間を計画期間とし、「八幡平市人口ビジョン」
の人口展望を踏まえ、４つの基本目標に基づく17のプロジェクトにより、人口減少対策を
総合的に進めてきました。

これらの取組みにより、起業や新規就農の促進、スポーツ関係大会の誘致、外国人観光
客の誘客、再生可能エネルギーの利用促進などの一定の成果が挙がっているものの、人口
減少加速化の抑制をかけるまでには至っておらず、継続して本戦略による取り組みを進め
ていかなければなりません。

また、こうした状況の中、令和４（2022）年12 月に、国は「第２期まち・ひと・しごと
創生総合戦略」を抜本的に改訂し、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定しました。
市におきましても、国・県の総合戦略を勘案し、これまでの取組みに加え、デジタル技術を
積極的に活用することとし、本戦略を改訂いたします。

八幡平市が将来にわたって「しあわせを実感できるまち」であるために、 本 戦 略 の プ ロ
ジェクトを推進することについて、市民・関係者の皆様のご協力をお願いいたします。

令和６年９月

八幡平市長 佐 々 木 孝 弘
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